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一
、
御
祭
神

　
　
　寒
川
比
古
命（
さ
む
か
わ
ひ
こ
の
み
こ
と
）

　
　
　寒
川
比
女
命（
さ
む
か
わ
ひ
めの
み
こ
と
）

　
寒
川
神
社
は
、寒
川
比
古
命・寒
川
比
女
命
を
奉
祀
申
し
上
げ
、二
柱
の
御

祭
神
を
寒
川
大
明
神
と
奉
称
し
て
い
ま
す
。

　
寒
川
大
明
神
は
、相
模
國
を
中
心
に
広
く
関
東
地
方
を
御
開
拓
に
な
ら
れ
、

衣
食
住
な
ど
人
間
生
活
の
根
源
を
開
発・指
導
さ
れ
ま
し
た
関
東
地
方
の
親

神
様
で
す
。

一
、
御
由
緒

　
当
神
社
の
創
建
は
古
く
、『
惣
国
風
土
記
』に
は
雄
略
天
皇（
457
〜
479
年
）の

御
代
に
奉
幣
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、『
寒
川
文
書
』に
は
神
亀

4
年（
727
年
）社
殿
建
立
と
伝
え
ら
れ
、『
続
日
本
後
紀
』に
は
承
和
13
年

（
846
年
）に
神
階
従
五
位
下
を
授
け
ら
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は

醍
醐
天
皇
の
御
代
に
制
定
さ
れ
た
延
喜
式
に
お
い
て
は
、相
模
國
唯
一
の
名
神

大
社
と
定
め
ら
れ
、当
神
社
は
少
な
く
と
も
約
1
6
0
0
年
の
歴
史
を
有
す

る
古
社
と
い
え
ま
す
。

　
特
に
古
く
か
ら
唯
一
の
八
方
除
の
守
護
神
と
し
て
、地
相・家
相・方
位・日

柄・厄
年
な
ど
に
由
来
す
る
災
難
を
と
り
除
き
、福
徳
開
運
を
も
た
ら
し
、日
々

の
暮
し
に
限
り
な
い
恩
恵
を
与
え
て
下
さ
る
御
神
徳
は
広
大
無
辺
で
す
。

　
こ
の
八
方
除
の
御
神
徳
は
、全
国
各
地
よ
り
敬
仰
さ
れ
寒
川
大
明
神
を
奉

戴
す
る
崇
敬
者
は
年
々
増
加
し
、篤
い
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

一
、
御
神
域

　
神
聖
な
る
神
嶽
山
を
背
に
境
内
は
約
1
万
5
0
0
0
坪
と
な
って
お
り
、緑

豊
か
な
樹
木
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。神
門
、手
水
舎
に
続
い
て
、平
成
9
年
10
月

に
厳
粛
の
中
に
も
絢
爛
に
輝
く
銅
板
葺
、総
木
曽
檜
造
り
の
御
本
殿
の
ほ
か
に

幣
殿
、拝
殿
、翼
殿
、廻
廊
な
ど
が
完
成
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
御
本
殿
の
奥
庭「
神
嶽
山
神
苑
」は
、御
社
殿
御
造
営
10
年
を
記
念
致

し
ま
し
て
、大
規
模
に
整
備
を
行
い
、平
成
21
年
に
開
苑
致
し
ま
し
た
。

そ
う  

こ
く   

ふ     

ど 

き
し
ょ
く  

に   

ほ
ん  

こ
う  

き

か
ん
た
け 

や
ま
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公式チャンネル

当神社の四季折々の様子などを発
信しています。皆様のフォローを
お願いします。また、個人で神社
の写真をアップされる際は「# 寒
川神社」をつけてください。
※御本殿内・授与所の撮影はご遠慮ください

当神社の祭事、行事の最新情報
を発信しています。インスタグラ
ム以外の情報もお送りしていきま
すので「友だち」登録をお願いし
ます。

当神社の祭事、行事の最新情報を
発信しています。公式インスタグ
ラムとリンクしています。ご一緒
にご登録をお願いします。

当神社の祭事のほか、貴重な資
料などを定期的に更新していま
す。今後も様々な行事の様子を
発信していきますので、皆様の
チャンネル登録をお願いします。

❖メールは毎月１日に配信致します。
❖神社ホームページよりご登録ができます。
https://samukawajinjya.jp/mailmagazine/配信のご案内

ご登録お待ちしております 寒川神社の祭典・行事のご案内を社報「相模」メルマガとして
お届けします。是非、ご登録ください。

社報 メルマガ



 ２ 社務報告
 4 令和 5 年浜降祭のご報告
 5 令和 5 年例祭斎行
 6 例祭神徳奉賛金奉賛者芳名
 7 例祭献灯者芳名 
 8 企画展「神社と震災」
 9 第 56 回寒川神社菊花写真展のご案内・七五三詣
 10 【特集】 神社と神事奉仕者
14 病院だより・青少年だより
 15 相模秋の歌・人事
16 10 月～12 月　祭典のご案内

【表紙】
例祭

「浦安の舞」

【題字】
神社本庁 総長
田中恆清
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表参道　一ノ鳥居

神苑で寒川大明神との御神縁をお深めください神
か ん た け や ま し ん え ん

嶽山神苑 ※入苑は御祈祷を受けた方に限ります

目次

【時間】
午前9時から午後 4時まで
毎週月曜日は休苑

（祝祭日は開苑）

●神苑内では茶屋 「和楽亭」
　にて抹茶と和菓子を
   お楽しみいただけます。
　（５００円より思召し）

本年は12月13日にて閉苑
となります

《石舞台公演》
10月以降の日程はホームページにてお知らせ致
します

《方徳資料館》
寒川大明神の全国唯一の御神徳「八方除」につい
ての資料が展示されています
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寒
川
神
社

社
務
報
告

浜降祭パネル展華道夏期研修会

浜降祭パネル展虫送り祭

浜降古式祭

平和祈願祭

7
月

3
〜
19
日 

浜
降
祭
パ
ネ
ル
展

 
15
日 
浜
降
古
式
祭

 

16
日 
浜
降
祭
宵
宮
祭
並
遷
霊
祭

	

17
日	

浜
降
祭

	

18
日	

虫
送
り
祭

8
月

3
・
4
日 

華
道
夏
期
研
修
会

 

13
日 

寒
川
神
社
参
集
殿
１
階
ロ
ビ
ー・

　
　
　
　
レ
ス
ト
ラ
ン
青
葉
改
装
及
外
壁

　
　
　

塗
装
工
事
竣
功
清
祓

 

15
日 

平
和
祈
願
祭

 
 

〃 

第
54
回
相
模
薪
能

　
　

  　

※
荒
天
の
為
中
止

19
〜
25
日 

國
學
院
大
學
・
皇
學
館
大
学

　
　
　
　

   

指
定
神
社
実
習
受
入
れ

 

25
日 

神
社
庁
相
模
湘
南
支
部
総
会

 

27
日 

第
2
期
相
模
塾
第
8
回
講
座

9
月

  

1
日 

寒
川
神
社
全
総
代
会

12
・
14
日 

神
社
庁
相
模
湘
南
支
部

 
 

　

祭
式
研
修
会

 

16
日 

企
画
展
「
神
社
と
震
災
」 

                 

（
〜
10
月
22
日
）

　

 

19
日 

商
工
祈
願
祭
並
献
灯
奉
告
祭

 
 

〃 

例
祭
宵
宮
祭

 
 

〃 

流
鏑
馬
神
事

  

20
日 

例
祭

 

23
日 

安
藤
由
勝
大
人
命

 
 

　

伊
集
院
直
彦
大
人
命

 
 

　
　

他
命
等
の
慰
霊
祭

 
 

〃 

末
社
御
祖
神
社

 
 

　

秋
季
霊
祭
並
合
祀
祭

 

28
日 

高
座
氏
子
総
代
会
総
会

  

29
日 

末
社
宮
山
神
社
例
祭

毎
月
１
日
・
20
日

 
 

月
次
祭  

（
９
月
20
日
は
除
く
） 

祭
典
・
行
事
の
ご
報
告

　

7
月
3
日
よ
り
19
日
ま
で
「
浜
降
祭
パ
ネ

ル
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

連
綿
と
続
い
て
き
た
浜
降
祭
が
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
斎
行
さ
れ
ず
、
各
種
祭

典
や
神
輿
渡
御
・
氏
子
の
皆
様
の
神
事
継

承
な
ど
を
危
惧
し
、
昨
年
よ
り
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
パ
ネ
ル
展
は
、
浜
降
祭

の
祭
事
の
意
義
や
当
神
社
の
神
輿
の
渡
御

経
路
や
各
祭
典
の
様
子
を
写
真
や
地
図
を

用
い
て
分
か
り
や
す
く
展
示
し
ま
し
た
。

　

8
月
3
日
・
4
日
の
2
日
間
、
華
道
夏

期
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
四
季
折
々
の
草

花
を
花
器
に
挿
し
て
花
々
の
美
し
さ
を
理

解
し
技
術
を
研
鑽
し
ま
し
た
。

　

今
春
に
採
用
さ
れ
た
巫
女
は
初
め
て
の

生
け
花
と
な
り
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
研

修
会
を
受
講
し
て
、
技
術
向
上
と
と
も
に

華
道
の
作
法
を
重
ん
じ
る
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

　

8
月
13
日
、
参
集
殿
１
階
ロ
ビ
ー
・
レ

ス
ト
ラ
ン
青
葉
改
装
及
外
壁
塗
装
工
事
竣

功
清
祓
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
神
社
参
集
殿
は
昭
和
47
年
に
開
殿
し
、

約
50
年
間
氏
子
崇
敬
者
の
研
修
会
や
講
演
、

七
五
三
詣
や
結
婚
式
な
ど
の
人
生
儀
礼
に

活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
改
修
に
伴
い
、
日
本
の
伝
統

建
築
と
近
代
建
築
を
あ
わ
せ
た
場
所
と
し

て
、
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
し
や
す
い
施

設
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
参
拝
の
折
に

浜
降
祭
パ
ネ
ル
展

華
道
夏
期
研
修
会

　

寒
川
神
社
参
集
殿
１
階
ロ
ビ
ー
・

     

レ
ス
ト
ラ
ン
青
葉
改
装
及
外
壁

    

塗
装
工
事
竣
功
清
祓

2



寒川神社参集殿外観指定神社実習受入れ

相模湘南支部祭式研修会 寒川神社参集殿１階ロビー

相模湘南支部祭式研修会

全総代会

7
月

3
〜
19
日 

浜
降
祭
パ
ネ
ル
展

 

15
日 

浜
降
古
式
祭

 

16
日 

浜
降
祭
宵
宮
祭
並
遷
霊
祭

	

17
日	

浜
降
祭

	

18
日	

虫
送
り
祭

8
月

3
・
4
日 

華
道
夏
期
研
修
会

 

13
日 

寒
川
神
社
参
集
殿
１
階
ロ
ビ
ー・

　
　
　
　
レ
ス
ト
ラ
ン
青
葉
改
装
及
外
壁

　
　
　

塗
装
工
事
竣
功
清
祓

 

15
日 

平
和
祈
願
祭

 
 

〃 

第
54
回
相
模
薪
能

　
　

  　

※
荒
天
の
為
中
止

19
〜
25
日 

國
學
院
大
學
・
皇
學
館
大
学

　
　
　
　

   

指
定
神
社
実
習
受
入
れ

 

25
日 

神
社
庁
相
模
湘
南
支
部
総
会

 

27
日 

第
2
期
相
模
塾
第
8
回
講
座

9
月

  

1
日 

寒
川
神
社
全
総
代
会

12
・
14
日 

神
社
庁
相
模
湘
南
支
部

 
 

　

祭
式
研
修
会

 

16
日 

企
画
展
「
神
社
と
震
災
」 

                 

（
〜
10
月
22
日
）

　

 

19
日 

商
工
祈
願
祭
並
献
灯
奉
告
祭

 
 

〃 

例
祭
宵
宮
祭

 
 

〃 

流
鏑
馬
神
事

  

20
日 

例
祭

 

23
日 

安
藤
由
勝
大
人
命

 
 

　

伊
集
院
直
彦
大
人
命

 
 

　
　

他
命
等
の
慰
霊
祭

 
 

〃 

末
社
御
祖
神
社

 
 

　

秋
季
霊
祭
並
合
祀
祭

 

28
日 
高
座
氏
子
総
代
会
総
会

  

29
日 

末
社
宮
山
神
社
例
祭

毎
月
１
日
・
20
日

 
 

月
次
祭  

（
９
月
20
日
は
除
く
） 

は
お
食
事
、
ご
休
憩
な
ど
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

終
戦
記
念
日
で
あ
る
8
月
15
日
正
午
よ

り
、
末
社
宮
山
神
社
境
内
に
あ
る
、
平
和

塔
「
和
光
」
の
前
に
て
平
和
祈
願
祭
が
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
和
光
」
は
戦
後
20
年
の
節
目
と
し
て
昭

和
40
年
に
住
民
の
総
意
に
よ
り
建
立
さ
れ
、

八
角
形
の
支
柱
は
3
本
あ
り
、
戦
没
者
・

遺
族
・
国
民
を
象
徴
し
、
上
の
玉
は
平
和

を
表
し
て
い
ま
す
。
祭
典
は
当
神
社
の
責

任
役
員
・
正
副
総
代
長
・
宮
山
自
治
会
役

員
の
方
々
に
ご
参
列
い
た
だ
き
、
戦
没
者

に
慰
霊
の
黙
祷
を
捧
げ
、
世
界
の
恒
久
平

和
が
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

　

8
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
の
間
、
神
職

を
目
指
し
て
日
々
勉
学
に
励
む
國
學
院
大

學
（
東
京
都
）
と
皇
學
館
大
学
（
三
重
県
）

の
学
生
の
神
社
実
習
を
受
入
れ
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
期
間
中
に
社
頭
奉
仕
・
祭

典
へ
の
参
列
・
青
少
年
育
成
活
動
な
ど
の

体
験
を
通
じ
て
、
神
職
と
し
て
の
あ
る
べ

き
姿
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

学
生
各
位
の
今
後
の
前
途
洋
洋
た
る
未
来

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

9
月
12
日
及
び
14
日
に
お
い
て
、
県
神

社
庁
相
模
湘
南
支
部
主
催
に
よ
る
祭
式
研

修
会
が
当
神
社
参
集
殿
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

神
社
に
お
い
て
斎
行
さ
れ
る
祭
典
に
は
、

各
行
事
に
必
要
な
作
法
（
神
社
祭
式
）、
歩

き
方
や
拝
の
角
度
な
ど
、
時
と
場
合
に
よ
っ

て
詳
細
な
規
程
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
基
本
動
作
を
再
確
認
し
、
日
々
の
神
明

奉
仕
に
活
か
す
べ
く
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
職
の
本
文
で
あ
り
ま
す
祭
祀
の
厳
修
を

胸
に
刻
み
、
日
々
の
神
明
奉
仕
に
活
か
す

べ
く
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

指
定
神
社
実
習
受
入
れ

平
和
祈
願
祭

相
模
湘
南
支
部
祭
式
研
修
会

　

8
月
15
日
に
開
催
予
定
で
あ
り
ま
し
た

第
54
回
相
模
薪
能
は
台
風
7
号
の
接
近
に

伴
い
、
ご
来
場
の
皆
様
の
安
全
を
考
慮
し

ま
し
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

相
模
薪
能
中
止
の
ご
報
告
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南
湖
下
町

茶
屋
町

南
湖
中
町

南
湖
上
町

鳥
井
戸

室

田

小
和
田

香

川

甘

沼

高

田

下
赤
羽
根

上
赤
羽
根

下
寺
尾

菱

沼

堤 芹

沢

一
之
宮

相
模
國

岡

田

倉

見

一
之
宮

中
海
岸

中
海
岸

十
間
坂

十
間
坂

新

町

本

村

中

島

今

宿

萩

園

柳

島

円

蔵

西
久
保

矢

畑

浜
之
郷

住
吉
神
社

茶
屋
町
大
神
宮

八
雲
神
社

金
刀
比
羅
神
社

御
霊
神
社

八
王
子
神
社

熊
野
神
社

諏
訪
神
社

八
幡
大
神

熊
野
神
社

神
明
大
神

八
雲
大
神

諏
訪
神
社

八
王
子
神
社

八
坂
神
社

腰
掛
神
社

寒
川
神
社

菅
谷
神
社

倉
見
神
社

八
幡
大
神

八
大
龍
王
神

中
海
岸
神
社

第
六
天
神
社

神
明
宮

嚴
島
神
社

八
坂
神
社

日
枝
神
社

松
尾
大
神

三
島
大
神

八
幡
宮

神
明
大
神

日
吉
神
社

本
社
宮

鶴
嶺
八
幡
社

※供奉（ぐぶ）神社：寒川神社にお供をする神社です

浜降祭供奉神社（参加神社）一覧　※浜での神輿の列位順で表記しています

　

浜
降
祭
は
、
祭
典
日
と
梅
雨
明
け
の
時
期
が
重
な
る
こ
と
か
ら
「
湘
南
地
方
に
本
格
的
な
夏
の
到
来
を

告
げ
る
祭
典
」
と
い
わ
れ
て
お
り
、
湘
南
地
方
を
代
表
す
る
「
夏
の
祭
典
」
と
し
て
地
元
の
人
々
に
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。
毎
年
７
月
の
海
の
日
（
本
年
は
７
月
17
日
）
に
斎
行
さ
れ
、
寒
川
神
社
を
は
じ
め
と
し
て

寒
川
町
と
茅
ヶ
崎
市
に
鎮
座
す
る
34
の
神
社
の
神
輿
約
40
基
が
一
堂
に
参
集
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
以
降
、
４
年
振
り
に
再
開
さ
れ
た
本
年
は
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
こ
と
で
、
各
神
社
そ
れ

ぞ
れ
が
祭
典
に
対
し
て
の
熱
い
思
い
が
よ
り
高
ま
っ
た
浜
降
祭
と
な
り
ま
し
た
。
南
湖
の
浜
で
の
来
場
者

数
は
約
９
万
５
０
０
０
人
（
主
催
者
発
表
）
と
発
表
さ
れ
、
浜
降
祭
は
斎
主
で
あ
る
当
神
社
利
根
宮
司
に

よ
る
五
穀
豊
穣
と
産
業
発
展
を
祈
念
す
る
祝
詞
奏
上
に
引
き
続
き
、
多
く
の
関
係
者
に
よ
っ
て
玉
串
拝
礼

が
行
わ
れ
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
※
参
加
神
社
は
下
記
一
覧
と
な
り
ま
す

　

浜
降
祭
に
引
き
続
き
、
寒
川
駅
前
公
園
に
て
「
さ
む
か
わ
神
輿
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

25
年
の
第
１
回
よ
り
東
日
本
大
震
災
と
九
州
・
熊
本
地
震
の
復
興
祈
願
祭
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

浜
降
祭
同
様
に
４
年
振
り
に
再
開
さ
れ
寒
川
町
の
氏
子
の
健
康
と
安
全
を
主
に
寒
川
３
社
（
寒
川
神
社
・

菅
谷
神
社
・
倉
見
神
社
）
の
神
輿
が
集
結
し
て
安
全
祈
願
祭
と
し
て
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

暁
の
祭
典

暁
の
祭
典

浜
降
祭

浜
降
祭
ごご
報
告
報
告

寒
川
町
民
安
全
祈
願
祭
　
斎
行

浜降祭（南湖の浜）

寒川神社からの発輿

神輿の渡御

寒川町民安全祈願祭
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９
月
19
日
・
20
日
の
２
日
間
に
亘
り
、
寒
川
大
明
神
の
御
神
徳
へ
の
感
謝
と
、
氏
子
崇
敬
者
の
ご
隆
昌
を
祈
念
す
る
例
祭
が
厳
粛
裡

に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
２
年
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
の
例
祭
は

祭
典
の
参
列
数
・
神
賑
行
事
等
も
本
来
の
形
で
の
斎
行
と
な
り
、
多
く
の
皆
様
方
が
寒
川
大
明
神
の
御
神
徳
を
余
す
こ
と
な
く
お
受
け

に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

19
日
の
午
後
1
時
か
ら
は
例
祭
宵
宮
祭
、
引
き
続
き
午
後
2
時
か
ら
（
公
社
）
大
日
本
弓
馬
会
に
よ
る
流
鏑
馬
神
事
が
粛
々
と
奉
納

さ
れ
、
当
神
社
の
神
職
が
射
手
と
し
て
も
奉
仕
し
、
天
下
泰
平
と
五
穀
豊
穣
が
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。
20
日
の
午
前
10
時
か
ら
例
祭
が

斎
行
さ
れ
、
約
200
名
参
列
の
下
、
神
社
本
庁
か
ら
の
幣
帛
を
奉
り
、
浦
安
の
舞
が
厳
か
に
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
神
賑
行
事
と
し
て

奉
納
演
芸
や
各
種
武
道
大
会
、
ま
た
献
花
・
献
句
・
盆
栽
展
な
ど
が
行
わ
れ
、
夕
刻
か
ら
は
境
内
に
て
立
正
佼
成
会
湘
南
教
会
に
よ
る

万
灯
パ
レ
ー
ド
と
宮
山
神
輿
愛
好
会
に
よ
る
神
輿
巡
行
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

献花

流鏑馬神事

例祭（浦安の舞）

空手道演武

子供神輿の巡行      祭囃子

献茶

盆栽展

神輿の巡行万灯パレード

令
和
5
年

斎 

行

例
祭相

　
模
　
第
534
号
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［
宮　

山
］

上
合	
滝
沢　
　

隆	

殿	

外 

18
名	

五
二
、〇
〇
〇
円

中
里（
上
）	

榊
原　

一
男	

殿	

外 

26
名	

四
〇
、〇
〇
〇
円

中
里（
下
）	

福
岡　

清
一	
殿	

外 

28
名	

六
二
、〇
〇
〇
円

中
里（
河
原
）	

岡
部　

林
子	
殿	
外 
11
名	

一
四
、〇
〇
〇
円

中
里  （
サ
ザ
ン
）	

坂
槇　

裕
彦	

殿	
外 
7
名	

八
、〇
〇
〇
円

馬
場	

東　
　

正
彦	

殿	

外 
24
名	
三
九
、〇
〇
〇
円

雷	

熊
井　

龍
司	

殿	

外 

26
名	
二
七
、〇
〇
〇
円

下	

井
出　

貴
史	

殿	

外 

61
名	
六
二
、〇
〇
〇
円

根
岸（
上
）	

戸
口　

一
男	

殿	

外 

24
名	

二
七
、〇
〇
〇
円

根
岸（
中
）	

安
東　

純
夫	

殿	

外 

8
名	

九
、〇
〇
〇
円

根
岸（
下
）	

谷　
　

博
人	

殿	

外 

31
名	

三
三
、〇
〇
〇
円

オ
リ
ー
ブ
の
丘	

𢛳
永　

博
克	

殿	

外 

2
名	

一
二
、〇
〇
〇
円

旭（
東
）	

室
田　

理
基	

殿	

外 

19
名	

二
〇
、〇
〇
〇
円

旭（
西
）	

安
井　

克
己	

殿	

外 

12
名	

一
三
、〇
〇
〇
円

宮
山
南	

古
谷　

雅
洋	

殿	

外 

13
名	

三
二
、〇
〇
〇
円

［
一
之
宮
］

火
の
見
下	

清
田　

光
男	

殿	

外 

1
名	

二
、〇
〇
〇
円

南
台
畑・稲
荷
前	

木
村　

正
幸	

殿	

外 

1
名

	

二
、〇
〇
〇
円

中
台
畑	

永
田　
　

進	

殿		

一
、〇
〇
〇
円

富
士
見
町	

加
賀
谷
敏
明	

殿		

一
〇
、〇
〇
〇
円

下
河
原
1	

滝
沢
三
千
男	

殿		

二
、〇
〇
〇
円

西
町
西
1	

入
澤　

一
三	

殿	

外 

16
名	

一
七
、〇
〇
〇
円

西
町
西
２
Ｂ	

谷
島　

俊
郎	

殿		

三
、〇
〇
〇
円

新
道	

剱
持　

勝
夫	

殿	

外 

1
名	

二
、〇
〇
〇
円

宿
１	

廣
田　
　

綠	

殿	

外 

5
名	

六
、〇
〇
〇
円

宿
２	

若
林　

康
修	

殿	

外 

6
名	

七
、〇
〇
〇
円

東
1	

小
林　
　

稔	

殿	

外 

1
名	

二
、〇
〇
〇
円

東
2	

向
川　
　

明	

殿	

外 

3
名	

四
、〇
〇
〇
円

東
３・
５
Ｂ	

山
本　

雄
司	

殿	

外 

16
名	

一
七
、〇
〇
〇
円

仲
町
2	

山
上　

晴
彦	

殿	

外 

6
名	

七
、〇
〇
〇
円

目
久
尻	

福
田　

圭
治	

殿	

外 

1
名	

二
〇
、〇
〇
〇
円

森
下
住
宅	

矢
野　

幸
一	

殿	

外 

8
名	

九
、〇
〇
〇
円

［
西
岡
田
］

中
町
原	

小
澤　

千
明	

殿		

五
、〇
〇
〇
円

［
東
岡
田
］

久
保
地	

宇
田　

正
行	

殿	

外 

6
名	

二
一
、〇
〇
〇
円

仲
町	

臼
井　

光
廣	

殿	

外 

7
名	

九
、〇
〇
〇
円

上
町	

三
留　
　

弘	

殿	

外 

4
名	

五
、〇
〇
〇
円

仲
原
町	

三
澤　

眞
一	

殿	

外 

3
名	

四
、〇
〇
〇
円

上
町
・
下
町	

三
留　

清
一	

殿	

外 

9
名	

一
〇
、〇
〇
〇
円

［
新
町
］

南
駅
前
通	
木
村　

範
雄	

殿	

外 

1
名	

二
、〇
〇
〇
円

東
通	
内
野　

広
志	

殿		

三
、〇
〇
〇
円

南
2	

金
澤　

純
一	

殿		

五
、〇
〇
〇
円

［
小
谷
］

東
2	

小
西　

和
夫	
殿		

五
、〇
〇
〇
円

［
大
蔵
］

入
町	

門
倉　

敏
明	

殿	

外 

3
名	
四
、〇
〇
〇
円

［
倉
見
］

大
村（
東
1
）	

磯
川　
　

彰	

殿	

外 

4
名	

五
、〇
〇
〇
円

大
村（
西
1
）	

田
代　
　

満	

殿	

外 

5
名	

二
〇
、〇
〇
〇
円

才
戸（
南
）	

近
藤　

弘
子	

殿	

外 

6
名	

九
、〇
〇
〇
円

才
戸（
東
）	

齋
藤　

義
雄	

殿	

外 

5
名	

八
、〇
〇
〇
円

才
戸（
西
）	

小
田　

晃
弘	

殿	

外 

5
名	

一
〇
、〇
〇
〇
円

原（
南
）	

今
井　

正
夫	

殿	

外 

4
名	

一
〇
、〇
〇
〇
円

原（
北
）	

佐
藤　

督
士	

殿	

外 

2
名	

五
、〇
〇
〇
円

十
二
天（
南
）	

安
部
川
克
弘	

殿	

外 

5
名	

一
二
、〇
〇
〇
円

十
二
天（
北
）	

藤
澤　
　

茂	

殿	

外 

1
名	

二
、〇
〇
〇
円

入
町	

森　
　

匡
弘	

殿		

二
、〇
〇
〇
円

南
町	

須
田
喜
久
男	

殿	

外 

18
名	

一
九
、〇
〇
〇
円

西
町	

中
澤　

知
也	

殿	

外 

18
名	

一
九
、〇
〇
〇
円

川
端 （
西
）	

尾
髙　

三
男	

殿	

外 

5
名	

一
二
、〇
〇
〇
円

桜
町 （
上
）	

繁
田　

善
治	

殿		

一
、〇
〇
〇
円

桜
町 （
中
）	

村
田　

佳
昌	

殿	

外 

11
名	

一
二
、〇
〇
〇
円

桜
町 （
下
）	

鎮
野　

淑
人	

殿	

外 

4
名	

五
、〇
〇
〇
円

十
二
天（
第
二
）	

金
子　

文
夫	

殿	

外 

1
名	

二
、〇
〇
〇
円

大
村（
東
2
）	

牧
田　

浩
一	

殿	

外 

4
名	

五
、〇
〇
〇
円

大
村（
西
2
）	

成
瀨　

友
則	

殿	

外 

6
名	

一
〇
、〇
〇
〇
円

［
大
曲
］

大
曲	

鈴
木　
　

烈	

殿	

外 

29
名	

三
六
、〇
〇
〇
円

［
田
端
］

東
町	

相
田　
　

孝	

殿	

外 

13
名	

一
四
、〇
〇
〇
円

宿
町	

大
柳　

孝
好	

殿	

外 

24
名	

二
五
、〇
〇
〇
円

西
町	

小
川　

哲
男	

殿	

外 

20
名	

二
一
、〇
〇
〇
円

神
之
倉	

木
内　

和
美	

殿	

外 

19
名	

二
〇
、〇
〇
〇
円

［
小
動
］

小
動	

阿
部　

幹
男	

殿	

外 

19
名	

二
〇
、〇
〇
〇
円

［
講
社
］

寒
川
神
社
易
友
会	

澤
津　

壽
道	

殿		

一
〇
、〇
〇
〇
円

［
匿
名
］	

	
	
	

95
名 

一
一
九
、〇
〇
〇
円

令
和
5
年　

例
祭
神
徳
奉
賛
金
　
奉
賛
者
芳
名

例
祭
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令
和
5
年　

例
祭
献
灯
者
　
芳
名

例
祭

入
澤　

一
三

松
本　

學

皆
川　

欽
一

青
木　

誠

髙
橋
竹
材
店

中
島　

啓
介

前
田　

隆
一

㈱
山
上
建
設

河
西
工
業
㈱

日
本
精
麦
㈱

下
里
自
動
車
㈱

㈱
藤
又

㈱
カ
ナ
リ
ヤ

㈲
寒
川
建
材

㈲
田
中
写
真

東
木
材
㈱

㈱
グ
ラ
ン
ド
ラ
イ
ン-

マル
シ
ゲ

㈱
青
葉

青
山
大
寿
司

㈱
ア
サ
ヒ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
一
之
宮
薬
局

ア
ズ
ビ
ル
㈱ 

湘
南
工
場

㈲
田
舎
鮨

㈲
井
上
商
事

㈱
ウ
ス
イ
植
物
園

㈱
内
野
不
動
産

㈱
梅
屋
幸

岡
遷
㈱

㈱
オ
ー
カ
ワ

㈱
金
子
建
材
土
木

（福）
千
寿
会 

き
く
の
郷

㈱
金
庫
屋
商
店

㈱
コ
ー
メ
ー

（宗）
興
全
寺

コ
バ
シ
㈱ 

湘
南
工
場

寒
川
病
院

寒
川
町
観
光
協
会

寒
川
町
商
工
会

㈱
サ
ン
エ
ー
サ
ン
ク
ス

湘
南
信
用
金
庫 

寒
川
支
店

昭
和
興
産
㈱

神
恵
苑

大
黒
屋
製
菓

瀧
川
園
茶
舗

露
木
生
花

戸
塚
米
店

と
ん
か
つ
水
龍

中
沢
運
輸
㈱

㈱
張
替
工
業

㈱
フ
ル
モ
ト

㈲
古
山
看
板
塗
装

豊
月
堂

㈲
ほ
り
む
ら
薬
品

村
松
商
事
㈱

森
村
ケ
ミ
カ
ル
㈱

㈱
山
上
工
務
店

ヨ
シ
カ
ワ
商
店

㈱
ア
イ
ア
ー
ル

㈱
ア
ー
ク
ル

㈱
秋
江

秋
山
商
事
㈱ 

厚
木
支
店

㈱
ア
ク
テ
ィ
オ

安
藤
物
産
㈱

一
政
水
産
㈱

㈱
植
藤
造
園

㈱
大
島
寅
次
郎
商
店

㈲
大
⻆
塗
装
工
業

大
村
紙
業
㈱

小
田
行
政
書
士
事
務
所

㈲
香
川
第
一
交
通

㈱
川
合
工
業
所

㈱
木
内

㈱
北
岡
本
店

熊
澤
酒
造
㈱

倉
橋　

博
之

コ
カ・コ
ー
ラ 

ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パン
㈱

（医）
さ
く
ま
こ
ど
も
ク
リ
ニッ
ク

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

㈱
サ
ン
ユ
ー

㈱
ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
・
神
奈
川

㈱
シ
ノハ
ラ

㈱
湘
南

㈱
湘
南
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ブ
ラ
イ
ダ
ル

㈱
湘
南
山
鉄

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

㈱
鈴
木
製

所

綜
合
警
備
保
障
㈱ 

湘
南
中
央
支
店

㈱
ダ
イ
ワ
・
エ
ム
・
テ
ィ

㈱
竹
澤
古
典
建
築
設
計
事
務
所

㈱
竹
中
工
務
店 

横
浜
支
店

㈱
永
沢
興
業

長
嶋
園

中
野
設
計
工
務
㈱

㈲
ノ
ブ
・
リ
ラ
イ
ア
ブ
ル

㈱
長
谷
川
製
作
所

ハッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
㈱

日
立
Ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｏ
㈱

人
の
森
㈱

㈱
ヒ
ラ
ボ
ウ

藤
井　

健
介

㈲
平
成
工
業

㈱
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ホ
ー
ル

㈲
ボ
デ
ー
シ
ョッ
プ
浜
名

㈲
松
い
ち
食
品

㈱
眞
原
電
工

丸
髙
工
業
㈱

百
崎
製
菓
㈱

山
一
工
業
㈱

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

㈱
横
浜
銀
行 

茅
ヶ
崎
支
店

㈱
落
雁 

諸
江
屋

㈱
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
厚
木

㈱
ア
イ
ネ
ッ
ト

㈲
青
木
商
事

㈱
ア
ク
ア
リ
ン
グ

㈱
ア
ク
ア
リ
ン
グ・グ
ロ
ー
バ
ルス
ト
ラ
テ
ジ
ー

㈱
浅
田
水
産

旭
フ
ァ
イ
バ
ー
グ
ラ
ス
㈱ 

湘
南
工
場

㈱
ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ
ティ
ズ 

横
浜
支
店

㈱
ア
ス
カ

㈱
阿
部

阿
部　

和
彦

㈱
井
上

㈲
今
井

今
井　

章
博

㈱
エ
ヌ
エ
ー
シ
ー

片
平　

修
二

㈱
神
路
社

㈱
関
電
工

北
村
工
務
店

㈲
協
和
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

㈱
工
房
え
む
ま

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

㈱
サ
イ
フ
ァ
ー
ム

さ
が
み
農
業
協
同
組
合 

寒
川
支
店

㈲
寒
川
公
衆
衛
生
社

寒
川
ご
と
う
眼
科

寒
川
神
社
参
集
殿

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

寒
川
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

㈱
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ

柴
﨑　

要

㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ 

神
奈
川
西
支
店

ジ
ュ
ノ
ー
㈱

㈲
杉
﨑
設
備
工
業

杉
山
物
産
㈱

㈲
鈴
野
農
機

住
友
電
設
㈱

㈱
曽
我

㈱
タ
ウ
ン
ニュ
ー
ス
社

㈱
高
田

㈱
タ
カ
ト
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー

田
中　

雄
二

㈱
Ｔ
Ｈ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

Ｔ
Ｎ
Ｋ
グ
ル
ー
プ 

田
中
組

日
本
ロ
ー
ド
マ
ー
ク
㈱

㈱
ニッ
ポ
ン
放
送

の

み
針
灸
整
骨
院

長
谷
島　

征
次

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

比
企
野　

孝
幸

フ
ジ
シ
ロ
工
業
㈲

㈱
ボ
ラ
ン
チ

㈱
舞
工
房

松
井
建
設
㈱

㈱
丸
井
紙
店

㈱
三
井
住
友
銀
行 

湘
南
法
人
営
業
部

㈱
ミ
ヤ
ダ
イ
中
央
社

㈱
森
川
製
作
所

㈲
柳
沼
鉄
筋
工
業

㈱
結
商
会

横
浜
エ
フ
エ
ム
放
送
㈱

㈱
読
売
P
a
l
e
t
t
e

Ｌｕｃｃａ

レ
ス
ポ
ア
ー
ル
サ
ウ
ン
ド

ロ
ー
ソ
ン
・
ス
リ
ー
エ
フ 

寒
川
宮
山
駅
前
店

匿
名

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

約２００灯の提灯が９月１日より献灯されました。

相
　
模
　
第
534
号
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本
年
は
大
正
12
年
９
月
１
日
の
関
東
大
震
災
の
発
生
か
ら
100
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

当
神
社
も
震
源
地
の
相
模
湾
か
ら
近
い
場
所
に
あ
り
、
そ
の
影
響
に
よ
り
社
殿
の
多
く
が
倒
壊
し
、

県
央
・
湘
南
地
域
に
お
い
て
も
多
く
の
犠
牲
者
が
で
ま
し
た
。

　
本
展
示
会
は
大
震
災
に
よ
る
周
辺
地
域
の
被
害
や
震
災
の
記
録
、
ま
た
復
興
の
歩
み
を
紹
介
し
、

100
年
前
の
記
憶
を
辿
り
、
そ
こ
か
ら
立
ち
上
が
る
地
域
と
人
々
の
姿
を
紹
介
致
し
ま
す
。

【
展
示
期
間
・
場
所
】　
・
９
月
１６
日（
土
）か
ら
１０
月
２２
日（
日
）ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
入
場
無
料
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
境
内
客
殿
１
階
　
特
設
会
場
に
て
開
催

・
１０
月
２５
日（
水
）か
ら
は
方
徳
資
料
館
内
に
移
動
し
て
開
催
致
し
ま
す
。

　
尚
、
資
料
館
は
神
嶽
山
神
苑
内
に
併
設
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ご
祈
祷
を
受
け
た
方
の
み
の
ご
入
館
と
な
り

　
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

企
画
展 

「
神
社
と
震
災
」

企
画
展 

「
神
社
と
震
災
」

御社殿御造営竣功20年
御造営のあゆみ

平成
29年

天皇陛下御即位三十年奉祝
平成御大典記録写真展

平成
30年

御大典記念展示
践祚の儀 即位礼 大嘗祭

令和
元年疫病と信仰令和

2年疫病と民間信仰令和
3年こよみ展令和

4年

当神社では、例年9月から11月にかけて企画展を行っています。
境内を展示会場として、パネル等を使用して開催しています。過去の企画展

平成30年 「平成御大典記録写真展」 平成28年 流鏑馬神事復興50年 「馬と信仰」 平成27年 大東亜戦争終戦70年 「平和記念資料展」
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・
３
歳
の
男
児
・
女
児
が
そ
れ
ま
で
剃
っ
て
い
た
髪
を
伸
ば
し
始
め
る「
髪
置
」

・
５
歳
に
な
る
男
児
は
初
め
て
袴
を
身
に
着
け
る「
袴
着
」

・
７
歳
に
な
る
女
児
に
は
着
物
を
着
る
際
に
帯
を
結
ぶ
よ
う
に
な
る
こ
と
を
祝
う「
帯
解
」

七
五
三
詣

会食・着物着付け・レンタル・写真撮影の受付をしております。
【問合せ先】寒川神社参集殿  午前９時から午後６時まで

☎０４６７-７５-５５５５

七五三特別授与品（数量限定）

御守置き 初穂料 各1,500円 幸運鈴 初穂料 各1,500円

「七五三詣」のご案内
◆ 

七
五
三
の
御
祈
祷 

◆
　
９
月
16
日
か
ら
授
与
開
始
　※

数
量
限
定

・
五
千
円
以
上
思
召
し

  （
紅
白
の
御
幣
・
七
五
三
神
札
・
御
守
・
神
供
・
ら
く
が
き
帳
・
ク
レ
ヨ
ン
・

   

折
り
紙
・
圧
縮
タ
オ
ル
・
巾
着
袋
）

・
一
万
円
以
上
思
召
し

  （
右
記
記
載
の
授
与
品
に
加
え
て
、
工
作
バ
ル
ー
ン
・
絵
本
が
追
加
）

  ※

郵
送
祈
祷
、
御
本
殿
に
上
が
ら
ず
に
授
与
品
の
お
渡
し
も
で
き
ま
す

                                                       

か
み  

お
き

は
か
ま  

ぎ

                                                                                       

お
び 

と
き

　
菊
花
展
・
写
真
展
は
、
明
治
改
元
百
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
昭
和
43
年
よ
り

本
年
ま
で
毎
年
、開
催
し
て
い
ま
す
。

　
菊
花
展
は
、
例
年
200
点
以
上
が
出
品
さ
れ
ま
す
。観
賞
菊
で
あ
る
大
菊
を
主
に
審
査

対
象
と
し
て
お
り
、最
優
秀
賞
の
寒
川
神
社
宮
司
賞
を
は
じ
め
と
し
て
、金
賞
以
下
各

賞
が
審
査
さ
れ
ま
す
。そ
の
他
、ご
奉
納
い
た
だ
い
た
菊
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
写
真
展
は
、例
年
多
く
の
作
品
が
応
募
さ
れ
、展
示
さ
れ
ま
す
。題
材
は「
寒
川
神
社

に
関
係
が
あ
る
祭
典
、社
頭
風
景
」で
す
。神
社
を
舞
台
に
季
節
の
美
し
い
風
景
や
、

人
に
焦
点
を
あ
て
、様
々
な
物
語
が
写
真
か
ら
感
じ
取
れ
ま
す
。

※

境
内
に
展
示
さ
れ
て
い
な
い
出
品
写
真
は
全
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
開
し
ま
す

第56回 菊花展・写真展 開催
【
会
　
期
】　
11
月
10
日（
金
） 

か
ら 

23
日（
木
）
ま
で

【
場
　
所
】　
境
内
廻
廊
に
て

〈
審 

査 

長
〉
遠
藤 

吉
和
氏
　
　〈
副
審
査
長
〉
高
橋 

正
夫
氏

〈
参
加
団
体
〉
寒
川
町
菊
花
会
・
茅
ケ
崎
茅
秋
会
・
平
塚
菊
花
会
・

　
　
　
　
　  

藤
沢
菊
花
会
・
綾
瀬
菊
花
会
・
大
和
秋
香
会
・

                 

厚
木
秋
華
会
・
座
間
市
菊
友
会
・
伊
勢
原
秋
豊
会
・

                 

宿
矢
名
菊
花
会

菊
花
展

〈
審 

査 

長
〉
写
真
家 

丹
治 

俊
雄
氏

写
真
展

相
　
模
　
第
534
号
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中
森
貫
太
氏
に
と
っ
て
「
寒
川
神
社
」
と
は

ど
の
よ
う
な
存
在
で
す
か
。

　

能
と
い
う
演
劇
そ
の
も
の
は
宗
教
の
「
宣
伝
用
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
」
と
し
て
生
み
出
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

神
仏
に
対
し
て
感
謝
を
す
る
た
め
の
演
技
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
半
世
紀
以
上
、「
故
郷
」
の
よ
う
な
寒
川
神
社
さ

ん
（
以
降
、
寒
川
さ
ん
）
で
や
ら
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
は
神
事
奉
仕
者
と
し
て
、
私
自
身
に
と
っ
て
も
大
切
な

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
寒
川
さ
ん
は
私
達
が
お
り
ま
す

相
模
國
一
之
宮
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
地
に
お
い
て
お
役
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
自
体
が
大
変
光
栄
な
お
話
で
す
し
、

ス
テ
ー
タ
ス
と
し
て
捉
え
て
お
り
ま
す
。

例
年
、
終
戦
記
念
日
に
行
わ
れ
る
相
模
薪
能
で
す
が
、

50
年
間
、
こ
の
日
を
御
神
前
で
奉
仕
さ
れ
て
き
て

思
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

子
供
の
頃
か
ら
８
月
15
日
は
寒
川
さ
ん
で
の
御
奉
仕
を

行
い
、
私
自
身
、
今
年
で
54
年
目
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ

う
い
う
意
味
で
は
生
活
の
一
部
、
習
慣
の
一
部
と
し
て
必
ず

８
月
15
日
は
お
伺
い
す
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

【
特
集
】

中
なか

森
もり

 貫
かん

太
た

昭和45年８月15日　第1回相模薪能より、現在まで連  
                            続奉仕され、 平成９年 （第28回）        
                             相模薪能より総合監修となる
平成21年８月　　    第40回相模薪能  記念表彰受賞
平成22年４月　　    利根宮司就任祝賀会　舞囃子
                             「高砂」 奉納
平成24年２月　　    寒川神社顕彰式　感謝状受賞
平成26年２月　　   月次祭 （２月１日） 「神歌」 奉納　
                            ※本年まで連続奉仕される
令和元年８月　 　  第50回相模薪能  記念表彰受賞
令和２年２月　　    寒川神社顕彰式  功労表彰受賞

（一社）日本能楽会会員（重要無形文化財総合指定）、
（公社）能楽協会会員、（公財）鎌倉能舞台業務理事、
（公社）観世九皐会メンバー（観世喜之師に師事）

シテ方観世流

神
社
と
神
事
奉
仕
者

「
神
事
奉
仕
者
」
は
、
神
社
の
各
祭
典
に
ご
奉
仕
を
い
た
だ
い
て
い
る
重

要
な
役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
。「
神
事
奉
仕
者
」
に
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
て
再
開
さ
れ
る
各
祭
典
へ
の
思
い
と
共
に
所
感
を
伺
っ
て
い
き
ま
す
。
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ま
た
そ
れ
以
外
の
こ
と
に
お
い
て
も
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
神

社
さ
ん
に
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
厄
除
祈
祷
や
私

達
の
家
を
建
て
る
時
の
地
鎮
祭
か
ら
竣
工
祭
ま
で
お
越
し

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
や
は
り
、
ま
ず
始
め
に
寒
川

さ
ん
を
優
先
さ
せ
て
お
願
い
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
に
な
っ

て
い
ま
す
。

寒
川
神
社
の
相
模
薪
能
は
、
県
内
で
は
鎌
倉
宮
の

鎌
倉
薪
能（
第
65
回
）に
次
ぐ
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、

半
世
紀
以
上
続
い
て
い
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
と

思
い
ま
す
か
。

　

鎌
倉
宮
さ
ん
は
回
数
と
し
て
は
長
い
で
す
が
、
実
際
は
寒

川
さ
ん
の
方
が
演
能
回
数
は
遥
か
に
多
い
で
す
。
半
数
程
度

は
降
雨
の
た
め
に
中
止
の
対
応
が
多
い
で
す
。な
ぜ
か
も
の
す

ご
い
雨
の
確
率
が
高
い
の
で
す
よ
。た
だ
鎌
倉
が
や
は
り
そ
の

能
と
し
て
老
舗
の
知
名
度
が
圧
倒
的
に
高
い
こ
と
か
ら
薪
能

と
い
え
ば
鎌
倉
と
い
う
様
に
多
く
の
方
は
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
鎌
倉
と
能
は
何
の
所
縁
も
な
い
場
所
な
わ
け
で

あ
っ
て
、
そ
れ
が
近
年
、
能
が
鎌
倉
と
深
く
結
び
つ
い
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
の
は
鎌
倉
薪
能
の
力
が
大
き
い
わ
け
で
す
。

　

寒
川
さ
ん
に
お
い
て
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

御
本
殿
が
能
舞
台
の
真
後
ろ
に
あ
る
と
い
う
こ
の
構
え
と

風
情
が
何
よ
り
も
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
第
30
回

か
ら
現
在
の
御
本
殿
前
（
内
庭
）
に
能
舞
台
を
組
み
ま
し

て
こ
の
形
と
な
り
、
私
達
と
致
し
ま
し
て
も
こ
の
雰
囲
気
に

は
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
ね
。
ま
た
金
銭
的
な
お
話
に

な
り
ま
す
が
、
寒
川
さ
ん
は
無
料
で
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
長
く
続
く
要
因
と
し
て
思
い
ま
す
し
、
そ
れ
以
外
で
も
神

職
の
皆
さ
ん
と
私
達
そ
れ
ぞ
れ
の
相
性
の
良
さ
、
開
催
へ
の

努
力
、
会
場
の
立
地
条
件
な
ど
の
理
由
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

普
通
、
長
い
歴
史
に
お
い
て
数
回
行
う
と
薪
能
は
無
く

な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
県
内
で
も
以
前
は
開
催
し
て
い
た

神
社
さ
ん
も
あ
り
ま
す
が
、
歴
史
を
積
み
重
ね
て
い
く
中

で
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
重
な
り
、
今
は
も
う
開
催
さ
れ
て
い

な
い
所
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
全
国
的
に
み
て
薪
能
は
バ
ブ
ル

の
頃
は
年
間
200
回
を
越
え
て
い
ま
し
た
が
、
も
う
今
は
ど
ん

ど
ん
減
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
で
も
約
150
回
程
度
は
行
わ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
県
内
だ
け
で
も
い
ろ
い

ろ
拝
見
し
ま
す
と
20
ヶ
所
ぐ
ら
い
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
か

ら
ね
。
関
西
で
は
結
構
小
さ
い
薪
能
が
多
く
あ
り
ま
す
よ
。

100
人
程
度
で
関
係
者
の
み
で
細
々
と
行
っ
て
い
る
薪
能
も
結

構
あ
り
ま
す
。
京
都
な
ど
は
ど
の
神
社
さ
ん
も
奉
納
と
い

う
形
で
や
っ
て
い
ま
す
ね
。
た
だ
も
う
今
は
１
０
０
０
人
規

模
で
人
を
入
れ
て
い
る
所
は
数
え
る
程
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

狂
言
に
お
い
て
も
寒
川
さ
ん
は
や
は
り
野
村
萬
斎
さ
ん

が
出
演
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
い
で
す
よ
。
萬
斎
さ
ん
が

毎
年
来
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
や
は
り
知
名
度
に
も
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。
毎
年
必
ず
来
ら
れ
る
所
は
実
は
中
尊

寺
と
寒
川
さ
ん
く
ら
い
で
す
。
他
は
都
合
や
制
約
等
に
よ

り
行
け
な
い
場
合
が
結
構
あ
り
ま
す
。
野
村
万
作
先
生
の

時
代
か
ら
今
の
萬
斎
さ
ん
も
で
す
が
、
８
月
15
日
を
必
ず

空
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
寒
川
さ
ん
は
と
に
か
く
優
先
で

そ
こ
を
空
け
て
お
き
ま
す
、
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す

の
で
、
や
は
り
こ
の
業
界
は
義
理
で
固
ま
っ
て
い
ま
す
し
、

義
理
を
疎
か
に
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
業
界
の
原
則
で

も
あ
り
ま
す
。

第53回相模薪能『巻絹』

【2月1日 月次祭】
神歌は長男である中森健之介氏と共に奉納しています
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伝
統
文
化
と
し
て
の
「
能
」
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
た
上
で
の
継
承
問
題
に
関
し
て
思
わ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

継
承
に
関
し
て
は
す
ご
く
問
題
に
な
っ
て
い
る
部
分
で

も
あ
り
、
後
継
者
不
足
は
よ
り
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
の
養
成
と
い
う
も
の
に
関
し
て
私
達
も
何

と
も
言
え
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
鎌
倉
能
舞
台
（
以
後
、

能
舞
台
）
で
は
長
男
の
健
之
介
が
後
を
継
い
で
く
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
る
か
正
直
、
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
や
は
り
正
し
い
こ
と
を
伝
え
な
が
ら
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
（
磨
き
を
か
け
る
）
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

た
だ
同
じ
も
の
を
や
っ
て
い
れ
ば
当
然
飽
き
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
私
は
全
て
を
変
え
て
い
く
こ
と
自
体
は
良
い
と

は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、
能
自
体
の
演
出
を
変
え
る
こ
と
も

あ
ま
り
賛
成
し
て
い
ま
せ
ん
。
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な

が
ら
う
ま
く
作
っ
て
い
く
こ
と
が
最
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す

し
、
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
な
能
楽
師
と
な
ら
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
昔
な
が
ら
の
考
え
し
か
で
き
な
い
人
も
困
り
ま
す

し
、
た
だ
只
管
に
革
新
的
な
人
も
困
り
ま
す
。
や
は
り
そ

の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
取
れ
る
こ
と
を
こ
れ
か
ら
や
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、
後
継
者
に
も
そ
の
あ
た
り
を
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

能
舞
台
の
場
合
は
、
次
男
の
慈
元
が
能
舞
台
で
の
公
演

時
の
字
幕
な
ど
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
経
営
者

と
し
て
事
務
方
と
し
て
担
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

慈
元
は
健
之
介
が
後
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
時
に
身
を
退

き
ま
し
た
が
、
今
も
サ
ポ
ー
ト
に
入
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

業
界
の
俗
な
部
分
や
経
営
、
あ
る
程
度
ま
で
囃
子
の
稽
古

を
行
い
能
の
こ
と
を
熟
知
し
て
い
ま
す
の
で
、
将
来
の
能
舞

台
は
兄
弟
で
継
承
と
継
続
が
理
想
で
す
ね
。
ま
た
最
近
は

健
之
介
が
多
く
舞
う
の
で
、
私
の
舞
う
回
数
は
減
り
ま
し

た
。
私
が
営
業
に
動
け
ま
す
の
で
有
難
い
形
と
な
っ
て
い
ま

す
。
健
之
介
に
は
常
日
頃
か
ら
、
業
界
で
は
舞
い
た
い
方
が

多
く
い
ま
す
か
ら
舞
え
る
人
を
見
つ
け
て
、
信
用
で
き
る
シ

テ
方
を
探
し
、
多
方
面
で
能
舞
台
を
広
げ
て
い
く
よ
う
に

話
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
今
を
お
話
し
し
ま
す
と
、
コ
ロ

ナ
で
舞
う
こ
と
が
難
し
い
間
、
最
も
増
え
た
こ
と
は
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
能
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
は

全
く
向
か
な
い
で
す
よ
。
や
は
り
生
の
音
声
を
聞
く
か
ら
こ

そ
緊
張
も
す
る
し
感
動
も
で
き
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
機
械
の

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
通
し
ま
す
と
、
そ
れ
は
た

だ
単
に
退
屈
な
も
の
で
し
か
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
時
期
に
無
料
配
信
が
多
く
出
回
り
、
過

去
の
映
像
な
ど
も
流
し
て
い
た
よ
う
で
、
現
状
に
お
い
て
も

「
無
料
で
見
ら
れ
る
の
な
ら
見
に
行
か
な
く
て
も
い
い
の
で
は
」

と
い
う
風
潮
だ
け
は
残
っ
て
い
ま
す
。
今
も
私
達
が
参
加

し
て
い
ま
す
文
化
庁
の
各
公
演
に
お
い
て
も
そ
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
が
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
れ
が
新
し
い
波
を

呼
び
戻
す
「
呼
び
水
」
に
も
な
っ
て
い
る
現
実
も
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
一
概
に
否
定
は
で
き
ま
せ
ん
ね
。
こ
の
や
り

方
で
寒
川
さ
ん
も
第
53
回
の
薪
能
の
映
像
を
制
作
さ
れ
ま

し
た
ね
。
あ
れ
は
良
く
で
き
て
い
ま
す
よ
、
映
像
も
大
変
綺

麗
で
す
。
本
物
と
思
う
よ
う
な
映
像
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
媒
体
を
逆
に
宣
伝
、
教
化
に
使
用
し
て
い
く
の
も

得
策
で
す
。
た
だ
、
ど
の
公
演
に
も
収
容
人
数
に
は
限
界
が

つ
き
も
の
で
す
。
そ
の
溢
れ
た
人
を
ど
う
対
応
す
る
の
か
も

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
思
い
ま
す
。
配
信
や
当
日
の
ラ
イ
ブ
配

信
な
ど
将
来
的
に
は
あ
り
な
の
か
な
と
は
思
い
ま
す
。
ど
う

し
て
も
見
た
い
、
ど
う
し
て
も
チ
ケ
ッ
ト
が
取
れ
な
か
っ
た

人
の
た
め
に
寒
川
さ
ん
と
し
て
の
ラ
イ
ブ
配
信
を
す
る
こ
と

も
僕
は
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
な
と
は
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
で
ま
た
新
た
な
崇
敬
者
、
寒
川
さ
ん
の

フ
ァ
ン
を
呼
び
込
む
こ
と
に
も
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
ね
。

相模薪能　特設能舞台
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先
代
か
ら
相
模
薪
能
の
奉
仕
に
あ
た
り
、
口
伝
な
ど
で
継

承
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
奉
仕
姿
勢
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
教
え
く
だ
さ
い
。

　

神
様
に
対
し
て
の
御
奉
仕
で
す
か
ら
、
そ
の
気
持
ち
を

絶
対
に
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
は
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
奈
良
の
薬
師
寺
さ
ん
な
ど
で
は
、
能
の
演
出
時
に
手

を
合
わ
せ
る
所
が
あ
る
と
、
御
本
尊
に
向
く
の
で
す
。
あ

え
て
お
客
さ
ん
に
背
を
向
け
て
行
う
薬
師
寺
仕
様
と
で
も

言
う
も
の
で
す
。
そ
れ
は
演
者
さ
ん
の
ア
ド
リ
ブ
で
す
が
、

そ
の
よ
う
な
考
え
方
も
神
仏
の
前
で
演
じ
る
時
の
気
持
ち

と
し
て
は
常
に
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
例
年
思
う
こ
と
で
す
が
、
寒
川
さ
ん
は
大
変
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
よ
ね
。
や
は
り
普
段
の
薪
能
で
は
お

手
伝
い
に
地
謡
奉
仕
と
し
て
赴
い
て
帰
っ
て
く
る
だ
け
で
す

か
ら
、
出
演
し
た
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
け
ど
、
あ
ま

り
そ
の
神
事
奉
仕
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

寒
川
さ
ん
の
場
合
は
自
分
が
責
任
を
持
っ
て
受
け
て
い
る

お
仕
事
な
の
で
、
奉
告
祭
に
お
い
て
御
神
前
で
の
参
列
、
四

海
波
の
奉
納
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
だ
け
の
重
責
を
感

じ
な
が
ら
御
奉
仕
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
緊
張

と
感
謝
、
有
難
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

次
世
代
の
奉
仕
者
へ
伝
え
た
い
こ
と
は

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

今
ま
で
の
姿
勢
も
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
も
ら
い
た
い
と

は
思
い
ま
す
ね
。
た
だ
や
れ
ば
い
い
、
お
金
に
な
れ
ば
い
い

と
い
う
考
え
方
で
は
な
く
、
や
は
り
そ
れ
は
い
た
だ
い
た
お

仕
事
に
対
し
て
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
く
、
寒
川
さ
ん
で
あ

れ
ば
特
に
神
事
奉
仕
者
と
し
て
御
神
事
に
奉
仕
す
る
と
い
う

意
識
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
ね
。

私
達
は
太
鼓
方
な
ど
が
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
面
々
が
例
年
来
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
も
私
達
の
考
え
方
な
の
で
す
。
う
ち
の
父

は
全
部
同
じ
メ
ン
バ
ー
を
頼
む
の
で
、
私
も
基
本
的
に
１
回

決
め
た
ら
同
じ
人
を
ず
っ
と
依
頼
し
ま
す
。
な
る
べ
く
そ
の

地
に
所
縁
の
あ
る
方
、
家
が
近
い
方
を
選
ぶ
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
本
年
（
第
54
回 

令
和
５
年
８
月
15
日
相
模
薪
能
）

は
直
前
の
台
風
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
止
む
無
く
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
私
達
と
し
ま
し
て
も
ご
来
場
の
方
の
安
全
は
申

す
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
神
事
奉
仕
者
と
し
て
、
ま
た

神
事
能
と
し
て
例
年
、
御
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
本
当
に
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。
８
月
が
難
し
い
天
候

状
況
が
重
な
る
月
で
あ
る
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
も
末
永
く
寒
川
さ
ん
の
大
前
で
御
奉
仕
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

※
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
9
月
4
日
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す

子ども薪能のご指導の様子

少年館館生による子ども薪能（第50回）

相模薪能　特設能舞台

〒 248-0016 神奈川県鎌倉市長谷 3-5-13
TEL&FAX 0467-22-5557

能舞台茶寮『神楽』（鎌倉能舞台内に併設）
能舞台の客席とテラスでお茶を楽しめます
※営業日は鎌倉能舞台にお問い合わせください

能面などが展示されています
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青少年だより 寒 川 神 社 少 年 館
ボ ー イ ス カ ウ ト 寒 川 第 二 団

　寒川神社少年館は7月24日から26日まで、2 泊 3
日で 4 年振りに夏の錬成会が行われました。1日目は三
重県の鳥羽水族館で珍しい生き物を見たり、魚を自分の
手で触れたりすることができました。2日目は伊勢の神
宮へお参りに行きました。午前中は内宮へ参拝を行い、
神宮に初めて来た館生もいる中、長い宇治橋を渡り広い
境内の各社を巡り、神宮の新鮮な空気を肌で感じました。
午後はおかげ横丁の散策と外宮参拝を行いました。最終
日は蒲郡オレンジパークでメロン狩りをして、1人1玉の
自分で採ったメロンをお土産にいただきました。
　また 8月23日の夏のお楽しみ会ではオリジナルのう
ちわを作り、ＪＡＸＡ相模原キャンパス「宇宙科学探査
交流棟」を見学しました。暑さの厳しい中で体調も崩さ
ずよく学び、よく楽しみました。この夏の経験が館生達
の成長に繋がることを願っています。

　ボーイスカウト寒川第ニ団は 8月5日から7日までの
期間において、７年振りに開催された第13 回神社スカウ
ト全国大会に、当団からは約 40 名で参加しました。こ
の大会は全国から伊勢の地へスカウトと指導者が集まり、
本年は約1,000 名が参加しました。コロナの感染症対策
として全隊が旅館やホテルでの宿泊の形となり、当団は
香取神宮の団と武田神社の団と同じ旅館に宿泊をして、
３つの団のスカウトが皆で集まって自己紹介やゲームを行
い、最後に記念品の交換などを行いました。大集会では、
香取・武田の団と共に大会参加者の前でハカ（ニュージ
ランドマオリ族の民族舞踊）を披露しました。また引き
続き行われる予定でした三重県「神島」でのキャンプは
残念ながら直前の台風の影響で中止となりましたが、多
くの思い出ができた夏の活動となりました。

宗
教
法
人
寒
川
神
社
寒
川
病
院

整
形
外
科
医
長
　
新
福
　
栄
治

　

寒
川
病
院
の

新
福
栄
治
と
申

し
ま
す
。
私
は

本
年
3
月
か
ら

寒
川
病
院
の
整

形
外
科
医
長
と

し
て
就
任
致
し
ま
し
た
。私
の
専
門
は
整
形
外
科

の
中
で
も
肩
関
節
外
科
、特
に
低
侵
襲
の
関
節
鏡

手
術
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。肩
の
関
節
鏡
は
15

年
程
前
か
ら
急
速
に
進
歩
し
、現
在
は
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。関
節
鏡
手
術
は
、患
者

さ
ん
の
痛
み
や
不
自
由
さ
を
最
小
限
に
抑
え
、迅

速
な
回
復
を
促
す
革
新
的
な
方
法
で
す
。私
は
こ

れ
ま
で
、患
者
さ
ん
の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る

お
手
伝
い
を
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、手
術
だ
け
で

な
く
、保
存
治
療（
内
服
治
療
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
、注
射
）を
含
め
た
最
適
な
治
療
プ
ラ
ン
を
提
供

す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
い
く
つ
か
私
の
力
を
入
れ
て
い
る
分
野
に

関
し
て
、3
つ
ほ
ど
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。ま
ず
患
者
さ
ん
の
主
な
訴
え
で
あ
る

「
痛
み
」で
あ
り
ま
す
。激
し
い
痛
み
、鎮
痛
剤
に

反
応
し
な
い
痛
み
、慢
性
化
す
る
痛
み
に
目
を
向

け
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。抗
う
つ
剤
が
整
形

外
科
領
域
で
一
般
的
な
選
択
肢
に
な
っ
た
現
在
、

患
者
さ
ん
の
心
理
状
態
か
ら「
痛
み
」を
考
え
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
、日
々
の
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。よ
く
な
ら
な
い「
痛
み
」に
お
困
り
の
際
は
ご
相

談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

次
に「
Ｉ
Ｔ
」で
す
。具
体
的
に
は
タ
ブ
レッ
ト
端

末
を
用
い
て
術
後
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、手

術
の
術
後
成
績
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。肩

の
手
術
は
60
・
70
代
の
患
者
さ
ん
が
ほ
と
ん
ど
で

す
が
、問
題
な
く
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
こ
な
し

て
い
ま
す
。以
前
の
勤
務
先
か
ら
引
き
継
い
だ
こ
の

患
者
教
育
の
Ｉ
Ｔ
技
術
は
、国
内
で
も
先
進
的
な

も
の
で
す
。当
院
に
て
肩
腱
板
断
裂
の
手
術
を
受

け
ら
れ
た
際
は
、ど
う
か
安
心
し
て
こ
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
は「
エコ
ー
」で
す
。近
年
の
エコ
ー
の
進
歩

は
目
覚
ま
し
く
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
よ
り
も
高
い
解
像

能
が
あ
り
、患
者
さ
ん
に
侵
襲
も
な
く
即
診
断
可

能
な
医
療
機
器
で
す
。レ
ン
ト
ゲ
ン
で
異
常
が
な
い

と
説
明
す
る
時
代
は
終
わ

り
を
告
げ
て
い
ま
す
。運
動

器
の
聴
診
器
代
わ
り
と
し

て
エ
コ
ー
が
必
須
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

私
は
火
曜
日
、木
曜
日

の
午
前
中
が
外
来
の
担

当
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、肩
の
こ
と
で
お
困
り
の

方
は
受
診
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

病
院
だ
よ
り

月 火 水 木 金 土

午前 ◎（肩） ○

午後

新福医師　外来診療日
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相
模
秋
の
歌

敷し
き

藁わ
ら

の
色
新
し
き
西す

い
か瓜

畑ば
た　

　
　
　
　

  

菅
沼　

保
幸

母
と
子
の
大
き
な
帽
子
夏
休
み　
　
　

   
菅
沼
う
め
の

夏
帽
子
投
げ
つ
け
駄
々
を
こ
ね
る
吾
子　

猿
渡　

弥
生

湿
布
薬
か
す
か
に
匂
ふ
夏
座
敷　
　
　

   

岩
田
美
代
子

列
島
の
傷
痛
々
し
梅
雨
明
け
る　
　
　

   

新
井　

泰
春

い
い
笑
顔
撮
れ
て
送
信
夏
休
み　
　
　

   

竹
村
真
砂
美

妻
の
手
の
乾
く
間
も
な
し
盆
三
日　
　

   

根
岸　

君
子

身
の
丈
で
生
き
た
余
生
や
大
花
火　
　

   

松
本
美
智
子

水
鉄
砲
首
ひ
っ
こ
め
て
傾
け
て　
　
　
　

金
子　

晴
子

噴
水
や
一
度
で
聞
こ
え
ぬ
夫
の
耳　
　
　

倉
谷　

節
子

田
植
す
む
男
三
人
立
話　
　
　
　
　
　

   

金
子　

つ
ぢ

竹
青
し
夏な

越ご

し
の
茅
の
輪
く
ぐ
り
か
な　

須
田　

伝
江

朝
顔
の
汁
で
絵
手
紙
書
い
て
あ
り　
　

   

四
ツ
車
梢
月

訪
れ
ば
休
館
の
札
雨
蛙　
　
　
　
　
　

  

伊
藤　

公
一

誕
生
日
八
十
八
夜
の
長
き
夜　
　
　
　

   

宮
入　

つ
る

寒　

川　

俳　

壇

【
寒
川
俳
壇
】

・
昭
和
24
年
に
誕
生
。（
大
正
時
代
か
ら
不
定
期
に
開
か
れ
て
い
た
）

・
月
例
句
会
を
月
４
回
開
き
総
互
選
を
し
、選
句
技
術
の
向
上
と
俳

　

句
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。当
神
社
の
例
祭
神
賑
行
事
に
も
献
句
と

　

し
て
奉
納
。

相　

模　

詠　

草

紫あ
じ
さ
い

陽
花
に
囲
ま
れ
い
た
る
露
天
風
呂
ま
ま
な
ら
ぬ
こ
と
少
し
和
ら
ぐ        

稲
垣　

武
子

ぼ
さ
ぼ
さ
の
枝
を
整
え
ス
ッ
キ
リ
と
涼
し
げ
な
庭
心
和
み
ぬ                 

亀
山　

文
子

窓
辺
に
は
優
し
く
香
る
百
合
の
花
病
の
友
に
届
け
と
ば
か
り                 

小
林　

篤
子

栗
の
花
朝
な
ぎ
の
野
に
匂
い
た
る
老
い
の
呼
吸
の
む
せ
返
る
ま
で　
　
　

   

清
水　

洋
一

屋
根
の
上
に
先ま

づ
偵
察
の
雀
二
羽
ア
イ
ズ
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン〝
エ
サ
見
つ
け
た
よ
”　 

土
屋
ト
ミ
子

空
青
く
梅
雨
の
合
間
の
草
む
し
り
冷
た
き
麦
茶
喉
に
し
み
込
む              

徳
江　

道
子

畑
の
土
天
地
耕
転
汗
流
す
背
か
ら
ム
ク
ド
リ
追
い
か
け
て
く
る              

二
宮　

昭
雄

娘
ら
が
父
の
日
祝
い
送
り
く
れ
し
青
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
孫
の
動
画              

平
野　

良
三

高
千
穂
の
神
宿
る
社
巡
り
つ
つ
記き

紀き

に
残
り
し
降
臨
偲
ぶ                   

宮
治
友
美
枝

ア
ジ
サ
イ
の
色
あ
ざ
や
か
な
雨
の
午
後
道
行
く
人
の
傘
も
カ
ラ
フ
ル        

山
根
喜
美
代

大
小
の
と
か
げ
つ
れ
立
ち
ゆ
る
ゆ
る
と
少
し
あ
わ
せ
て
草そ

う

生そ
う

に
消
ゆ
る     

杉
本　

照
世

亡
き
姉
の
好
み
し
湯
呑
の
六
地
蔵
ほ
ほ
え
み
か
け
て
物
言
い
た
げ
に        

瀧
本
三
重
子

【
相
模
詠
草
】

・
野
ば
ら
文
化
会（
前
身
、婦
人
会
学
習
ク
ラ
ブ「
ふ
だ
ん
着
の
詩
歌
く
ら
ぶ
」と
し
て
昭
和
34
年
に
誕
生
）

　

に
よ
る
詠
草
。公
民
館
ま
つ
り・
短
歌
大
会
等
に
参
加
す
る
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

・
昭
和
50
年
、本
誌
に
初
め
て「
献
詠
歌
」と
し
て
掲
載
。昭
和
53
年
に
相
模
詠
草
と
改
称
、以
来
現
在
に
至

　

る
ま
で
、生
活
の
中
で
の
一
瞬
を
美
し
い
言
葉
で
切
り
取
っ
た
詩
歌
を
継
続
的
に
投
稿
い
た
だ
い
て
い
る
。

相
　
模
　
第
534
号
　

相
模
夏
の
歌
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寒
川
神
社祭典

・
行
事
の
ご
案
内

10
月
〜
12
月

●新
に い

嘗
な め

祭
　11月23日

　新穀を御神前に奉献し、五穀豊
穣と勤労感謝の誠を捧げる祭典で
す。

●人形感謝祭
　10月15日

　人形の日である10
月15 日に当神社人形
奉斎殿において、納め
られた人形やぬいぐる
みに感謝を申し上げ、
祓い清める祭典です。

新嘗祭 豊
とよ

栄
さか

の舞

出品に際してのご注意
○ 写真作品の著作権は、撮影者に帰属しますが、展示期間終了後、当神社の広報等の目的範囲内で、社報『相模』または他の
 媒体にて使用することがあります。 この場合、使用にあたり撮影者に対して個別にご連絡は致しませんのでご承知おき願います。
○ 出品にあたり、被写体の肖像権・著作権には十分ご留意ください。人物を被写体とされている場合は、写真展出品の承諾を
 得た上で出品願います。当神社は、写真展応募にかかる肖像権・著作権等の諸問題についての一切の責任を負いかねます。
○ 出品された作品は返却致しません。
○ 作品出品時点で、上記内容をご承諾いただいたものと見なします。

第
55
回 

神
社
本
庁
統
理
賞  「
無
病
息
災   

本
殿
に
一
礼
」

第
55
回
寒
川
神
社
宮
司
賞
「
雪
の
初
詣
」
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●煤
す す

拂
はらい

祭
　12月14日

　1 年間の汚れを拂い清めます。祭
典後、御本殿他全ての建物の大掃
除が行われ、境内各所の注連縄を
交換し、新年の準備が行われます。

●師走大祓式
　12月31日

　知らず知らずの内に犯
した罪や穢を祓い清め
て、明年の災難を避け
て、家内安全を祈願しま
す。全国の氏子崇敬者
が人形を納め、大祓を
受けます。

迎春ねぶた

毎月1日・20日 
 午前8時30分 月次祭

11月　霜月
 3 日 午前8時30分 明治祭
23日 午前10時 新嘗祭
10日～23日 第56回菊花写真展

10月　神無月
15日 午前11時 人形感謝祭

17日 午前11時 神
かん

嘗
なめ

奉祝祭

12月　師走
14日 午前8時30分 煤拂祭
20日  迎春ねぶた設置
31日 午後 1 時 師走大祓式
  並大祓祈願祭並除夜祭
 除夜祭後 神徳感謝祭

本写真展は明治改元100年記念事業の一環として昭和43年（1968年）より開催されています。
本年も下記内容にて写真展を開催致しますので、皆様の出品をお待ちしております。

第56回寒川神社写真展　ご案内

作品色・サイズ	 白黒・カラー（キャビネ以上、4ツ切・6ツ切・A5・B5・A4・B4サイズ、ワイド可）　
	 ※つなぎ、合成・組写真は不可
出品点数	 1人：5 点以内 「寒川神社に関係のある祭典・風景写真」　※未発表のもの
	 ※ホームページにおいても出品写真を公開致しますので、データ媒体を持参ください
応募期間・方法	 令和 5 年１０月１日（日）～２9 日（日）まで　※出品表を必ず添付ください
	 持参先：寒川神社社務所　午前８時３０分から午後５時まで
	 郵送先：〒253-0195	神奈川県高座郡寒川町宮山 3916　寒川神社	教学部	教化宣布課	写真展係
発表時期・方法	 11月中旬に入選者のみハガキにて通知	　
作品展示	 11月10日（金）〜23日（木）　会場：寒川神社	境内廻廊
表彰式	 11月23日（木）午前10時	新

に い な め さ い

嘗祭にご参列後、寒川神社参集殿にて開催予定	
審査長	 写真家	丹治俊雄氏
各　賞	 寒川神社宮司賞、金賞、銀賞、銅賞、特別協賛賞など　※出品者には参加賞あり
【問合せ】	 〒253-0195	神奈川県高座郡寒川町宮山 3916
	 	 	寒川神社	教学部	教化宣布課	写真展係　電話 0467-75-0004

募
集
要
項

相
　
模
　
第
534
号
　

10月以降のお知らせ
　10 月 1 日現在の予定を掲載しております。変
更があり次第、ホームページにてご案内致しま
す。各情報は神社公式 SNS、メールマガジンに
おいても配信しています。
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編
集
後
記

JR相模線「宮山駅」より徒歩 5分、圏央道「寒川北インター」より1㎞
次号『相模535号』は令和6年1月1日に発行します

祝 祭日には 国 旗を掲げましょう

Youtube
公式チャンネル

寒川神社
ホームページ

公式
インスタグラム

公式ライン
アカウント

　

関
東
大
震
災
か
ら

１００
年
で
す
。境
内

に
も
震
災
時
に
倒
壊
し
た
当
時
の
鳥
居

が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。災
害
は
予
期
せ

ず
起
こ
り
ま
す
。常
日
頃
か
ら
の
準
備
を

自
分
自
身
が
し
て
い
る
か
と
問
わ
れ
る

と
不
安
で
す
。八
方
除
の
御
祈
祷
と
同

様
に
、「
大
難
を
小
難
に
、小
難
を
無
難

に
」
、「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」そ
の
考
え
が
大

切
で
す
。準
備
を
怠
ら
ず
毎
日
を
過
ご
し

た
い
と
思
い
ま
す
。    　
　
　

    

（
俊
）     

　

第
5
3
4
号　
令
和
5
年
10
月
1
日

発
行
所
／
寒
川
神
社
社
務
所　

☎
0
4
6
7
-7
5
-0
0
0
4

（代）

〒
2
5
3
-0
1
9
5　

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
3
9
1
6

編
集
責
任
者
／
小
野 

俊
之

印
刷
所
／
株
式
会
社
さ
ん
こ
う
ど
う

ざ
り
が
に
の　

え
さ
や
り
ぼ
く
が　

や
っ
て
ま
す

山
下　

陽
輝

学
校
で　

そ
だ
て
た
き
ゅ
う
り　

う
ま
か
っ
た

野
坂　

時
弘

ほ
た
る
さ
ん　

ぴ
か
ぴ
か
光
る　

や
み
の
中葭

田　

芽
生

夏
が
き
て　

た
い
い
く
つ
ら
い　

あ
せ
だ
く
だ

増
田　

結
衣

に
じ
の
は
し　

そ
し
て
朝
つ
ゆ　

た
か
ら
も
の

寺
久
保
睦
月

意
味
あ
る
の　

雨
の
日
友
が　

日
焼
け
止
め丸山　

理
玖

相
模
秋
の
歌

　

少
年
館
こ
ど
も
俳
句

〜木札のご紹介〜
毎月 1日の月次祭にご参列された方にお頒けする木札です。

数に限りはありますが、授与所にて1 体 2,000円で頒布しております。

神無月
「10月」

霜月
「11月」

師走
「12月」


